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2．　試験期間

フェニルグリシジルエーテル

〔試料駈K－55，　）

OgHloO2　分子量

　　　　　O－C月2GH給H2
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15D，2

赤外分光光度計　〔　図一5参照）

無色透明液体

1．11

99多｛　　　　一級試薬使用〕．一

対水　100巳ppm以上

　　　クロロホルム，ベンゼン，ヘキサン，

　　　アセトニトリル」メタノール　1％以■上

昭和57年7月50日～昭和5フ年8月27日

篶藻i溝／辮・る擁蒲

　〔11微生物源二標準活性汚泥拍Oppm

　l2）　供試物質濃度：50ppm

　（3）試験期間：28日間

　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標進型

　　供試物質をマイク・シリンジ8、ロμ乙分取し各培養ビンに

　　添刀目した

　　　　〔添加量）　ao〔μのx1・11＝8・g傍）

　＠　BO　D測定装置へのセット状況

（b〕試験装置

　（cl　試料の採取

5．　試験方法及び条件

5．1　試験条件

（a〕　生分解試験条件

52

（a）

状　　　　　　　　　　況
pH

仕込　時 試料は親拝により溶解した。 一

途　　　中 増殖が見られた。 一

終　了　時 同　　　　　　上
水　系：4．7

�D系：Z8

直接定量分析

使用分析機器及び条件



　合有旗炭素分析計

　　型　　　式　　　島津丁OG－1日B

　　T　C　炉

　　　　温　度　　　95D℃

　　　　流量　 200瑠／憩

　高速液体クロマトグラフ

　　型　　　式　　　O　B　c組立

　　カ　ラ　ム　　　ロ、5mx4諏¢，気テンレス

　　固定相　 UnisilQ（ODS）
　　溶　 離　液　　　　水／アセトニトリル〔40／60）

　　波　　　長　　　269剛

　　検　出　器　　　uv

（bl　分析試料の前処理

　　　　　　　　　試験液　　・操作
　　　　　　　　　　　『
　　　！
　　　　・5㎡分取　　　　　・5扁分取

　　　…・遠心分離　　　　　・ろ過
　　　1　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　上

国　國

4．試験結果
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　ア日目のアニリンの分解度　61％

・｛　〕に生成するテオール体を考慮した分解度を示す



5，考　　察

　分解性について

　　先に実施した標準条件と今回の逆転条件にむけるL　C分

　　析結果を表Aに示す。

　　　この比較表は、標準条件下ではエボキシドの開環によリ

　　　ジオール体として残留している割合が大であるが、逆転

　　条件ではさらに分解が進行し、ジオール体も減少する可

　　能性を示している。合わせてBOD曲線も上昇傾向にあ

　　ることから、徐々に生分解は進行すると考えられる。

以　上
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7日目のアニリンの分解度 61　11
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